
祉
の
拠
点
づ
く
り
事
業
用
地
購
入
費
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
用
地
購

入
費
、
障
害
者
居
宅
介
護
等
扶
助
費
な

ど●
土
木
費

３
億
５
０
０
０
万
円
余
増

／
作
野
小
学
校
関
連
歩
道
橋
設
置
工
事

費
、
緑
箕
輪
２
号
線
道
路
用
地
購
入
費
、

南
明
治
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
物
件

年
度
ま
で
の
、
閏
は
平
成

年
度
ま

２５

２７

で
の
限
度
額
の
意
味
）

●
債
務
負
担
行
為

４
０
０
０
万
円
／

英
語
指
導
助
手
活
用
事
業（
姥
）、９
４

０
０
万
円
／
主
要
道
路
新
設
改
良
事
業

（
姥
）、６
４
０
０
万
円
／
道
路
側
溝
等

新
設
改
良
事
業（
姥
）、５
１
３
０
万

円
／
秋
葉
い
こ
い
の
広
場
管
理
運
営
事

業（
浦
）、１
億
９
５
０
０
万
円
／
堀
内

公
園
管
理
運
営
事
業（
閏
）、２
億
９
７

５
０
万
円
／
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
管
理
運

営
事
業（
閏
）

◆
安
城
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計

●
継
続
費

１
億
１
０
０
０
万
円
余
減

／
１
号
緑
地
整
備
事
業

●
債
務
負
担
行
為

１
０
０
０
万
円
／

北
部
施
設
整
備
事
業（
姥
）

平
成

年
度
の

月
補
正
予
算
３

２２

１２

億
４
０
０
０
万
円
余
を
増
額

一
般
会
計
で
は
、
９
月
補
正
予
算
以

降
で
新
し
く
必
要
と
な
っ
た
事
業
に
、

国
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
に
よ
る
５
億

４
０
０
０
万
円
余
を
加
え
た
総
額
７
億

１
０
０
０
万
円
余
を
増
額
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
５
会
計
で
３

億
６
０
０
０
万
円
余
を
減
額
し
ま
し
た
。

歳
出
の
補
正
な
ど
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

な
お
、
人
件
費
は
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
も
の
や
育
児
休
業
者
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
３
億
９
０
０
０
万
円
余
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計

●
民
生
費

６
３
０
０
万
円
余
増
／
福

移
転
補
償
費
な
ど

●
衛
生
費

８
５
０
０
万
円
余
増
／
予

防
接
種
事
業
個
別
接
種
委
託
料（
子
宮

頸
が
ん
な
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種
）な
ど

●
教
育
費

３
億
３
０
０
０
万
円
余
増

／
小
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事

費
、
各
学
校
施
設
改
修
工
事
費
、
か
ら

く
り
人
形
複
製
制
作
委
託
料
な
ど

（
以
下
、
姥
は
平
成

年
度
ま
で
の
、

２３

厩
は
平
成

年
度
ま
で
の
、
浦
は
平
成

２４
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議議議会会
だよだよりり

１２月市議会から

からくり人からくり人形形

南明治の風南明治の風景景

平
成

年
第
４
回
安
城
市
議
会
定
例
会
を

月
１
日
か
ら

日
ま
で
開
催
し
、
提
出

２２

１２

１６

さ
れ
た
「
平
成

年
度
安
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」な
ど

案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

２２

１７

し
た
ほ
か
、
２
案
件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
と
３
日
の
一
般
質
問
に
は
、

人
の
議
員
か
ら
福
祉
、
行
財
政
、
産
業
、
防
災
、

１１

子
育
て
・
教
育
、
市
民
生
活
な
ど
市
政
の
各
方
面
に
わ
た
り
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

本
会
議
の
詳
し
い
内
容
は
、
３
月
上
旬
か
ら
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
中
央
図

書
館
に
設
置
す
る
「
会
議
録
」ま
た
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
般
質
問
は
、
同
サ
イ
ト
内
の
「
議
会
映
像
配
信
」で
公
開
し
て
い
ま
す
。

■問
▼
議
事
課（
緯〈

〉２
２
５
２
）

７１

議会 だ よ り

か
ら
５
年
間

○
安
城
市
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
／
叙
愛
知

ス
イ
ミ
ン
グ
三
河
安
城
支
店
／
平
成

年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間

２３
■
歯
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

問

歯
周
疾
患
検
診
は
、
現
在

円
の

５００

個
人
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
無
料
化
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
い
た
い
。

答

市
で
は
、
成
人
期
か
ら
高
齢
期
に

あ
た
る

歳
か
ら

歳
ま
で
、
５
歳
ご

４０

７０

と
に
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。検

診
の
受
診
率
を
、
無
料
化
し
て
い

る
市
と
比
較
す
る
と
、
最
大
で
４
倍
強

も
の
差
が
あ
り
、
無
料
化
に
よ
る
受
診

率
向
上
の
効
果
は
相
当
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
個
人
の
健
康
管
理
に
か

か
る
費
用
を
、
こ
れ
ま
で
原
則
と
し
て

◆
安
城
桜
井
駅
周
辺
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計

●
継
続
費

４
億
５
０
０
０
万
円
減
／

２
号
調
整
池
整
備
事
業

●
債
務
負
担
行
為

４
億
５
０
０
０
万

円
／
２
号
調
整
池
整
備
事
業（
厩
）、３

５
０
０
万
円
／
桜
井
施
設
整
備
事
業

（
姥
）

指
定
管
理
者
の
指
定

公
募
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
次
の
施

設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
を
指
定
し

ま
し
た
。

●
施
設
名
／
指
定
し
た
団
体
／
指
定
し

た
期
間

○
秋
葉
い
こ
い
の
広
場
／
コ
ニ
ッ
ク
ス

叙
／
平
成

年
４
月
１
日
か
ら
３
年

２３

間
○
堀
内
公
園
／
叙
愛
知
ス
イ
ミ
ン
グ
三

河
安
城
支
店
／
平
成

年
４
月
１
日

２３

一
部
自
己
負

担
と
し
て
き

ま
し
た
。
し

か
し
、
近
隣

各
市
の
状
況
、

自
己
負
担
に

対
す
る
考
え

方
や
受
診
率

な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
歯

周
疾
患
検
診
の
個
人
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
平
成

年
度
か
ら
無
料
化
の
方
向

２３

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
子
宮
頸
が
ん
な
ど
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
に
つ
い
て

問

子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
の
予
防
接
種
の
公
費
助
成
を
検

討
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。
ま
た
、

開
始
時
期
と
助
成
金
額
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
年
齢
に
つ
い
て

も
伺
い
た
い
。

答

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
、
国
は
、
予
防
接
種
部
会
の
意
見

書
や
国
際
動
向
、
疾
病
の

し
っ
ぺ
い

重
じ
ゅ
う

篤
性
な
ど

と
く

を
考
え
、
対
象
者
へ
緊
急
的
に
接
種
機

会
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、

市
町
村
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
要
請
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
現
時
点
で

任
意
接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
の

方
針
に
よ
り
、
接
種
費
用
の
助
成
を
平

成

年
１
月
か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い

２３
と
考
え
て
い
ま
す
。
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助

成
も
同
時
期
か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
助
成
金
額
は
、
接

種
費
用
の
全
額
と
し
、
無
料
で
接
種
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者

は
、
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
年
齢
の
中

学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
の
女

子
と
す
る
予
定
で
、
市
内
の
各
医
療
機

関
で
個
別
接
種
に
よ
り
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

■
医
療
と
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て

問

医
療
と
福
祉
の
連
携
に
市
は
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
く
か
伺
い
た
い
。

答

医
療
と
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

八
千
代
病
院
を
事
務
局
と
し
て
「
安
城

医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
平
成

年
５
月
に
発
足
し
、
医
療
機
関
、
介

２０護
事
業
所
、
行
政
な
ど
で
運
営
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
医

療
と
福
祉
の
地
域
連
携
の
強
化
を
目
的

と
し
て
、
研
究
会
を
は
じ
め
、
医
療
機

関
と
福
祉
施
設
の
交
流
を
図
り
、
相
互

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
意
見
交
換
を

し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
医
療
と
福
祉
の
地
域
連
携
を
図

る
う
え
で
、
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て

お
り
、
会
議
へ
の
参
加
や
事
務
局
と
の

意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か
し
、
医
療
と

福
祉
の
充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
啓
発
な

ど
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

広報あんじょう 2011.2.1牙

一一般質一般質問問
ののあらまあらましし

෱
ࢱ



■
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
に
つ
い

て問

本
市
で
は
、
独
自
の
エ
コ
カ
ー
補

助
金
な
ど
地
域
経
済
を
下
支
え
す
る
た

め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
る
が
、
さ
ら

に
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
を
生
み

出
す
た
め
の
、
今
後
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答

本
市
の
平
成

年
度
予
算
の
経
済

２２

対
策
と
し
て
は
、
当
初
予
算
で
は
太
陽

光
発
電
設
備
補
助
金
ほ
か

事
業
で
５

２３

億
８
０
０
０
万
円
余
、
９
月
補
正
で
は
、

が
ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
事
業
補
助
金

ほ
か
８
事
業
で
６
億
２
０
０
０
万
円
余

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急

雇
用
創
出
基
金
事
業
ほ
か

事
業
で

１６

２００

人
の
雇
用
創
出
に
努
め
て
い
て
、
平
成

年
２
月

日
昇
に
は
、
来
春
卒
業
予

２３

１５

定
の
大
学
生
や
就
職
を
希
望
す
る
若
者

の
雇
用
対
策
と
し
て
、
本
市
で
初
め
て

の
合
同
企
業
説
明
会
を
市
体
育
館
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。

次
年
度
は
、
今
年
度
と
同
様
に
、
公

共
事
業
発
注
の
平
準
化
の
推
進
、
市
内

業
者
の
育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新

た
に
企
業
へ
の
設
備
投
資
や
事
業
展
開

へ
の
支
援
な
ど
、
地
域
産
業
全
体
に
関

し
て
活
性
化
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雇
用
支
援
策
で
は
、
今
年
度
と
同
様
、

■
健
全
財
政
の
堅
持
お
よ
び
減
税
の
考

え
方
に
つ
い
て

問

市
県
民
税
の
減
税
が
大
き
な
議
論

と
な
っ
て
い
る
が
、
一
律
の
減
税
施
策

に
つ
い
て
、
現
在
の
本
市
の
状
況
を
踏

ま
え
た
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答

す
べ
て
の
納
税
者
に
対
す
る
一
律

減
税
は
、
逆
に
低
所
得
者
ほ
ど
そ
の
恩

恵
は
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
い
、
所
得
の

再
分
配
機
能
の
低
下
と
と
も
に
、
最
も

身
近
な
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
役
割
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

市
政
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
い
う
点

で
は
、
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
目
的
や
そ
の
後
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
提
示
し
な
い
ま
ま
、
減
税

論
の
み
が
先
行
す
る
よ
う
な
状
況
は
、

必
ず
し
も
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

あ
く
ま
で
減
税
と
は
、
地
域
が
元
気

を
取
り
戻
す
た
め
の
生
き
た
手
段
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
減
税
に
よ
っ
て
、
投

資
的
な
事
業
が
必
要
以
上
に
削
減
さ
れ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
地
域
経
済
に
と
っ

て
も
逆
効
果
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
集

め
た
税
金
を
、
で
き
る
限
り
効
率
的
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
真
に
必
要
な

形
に
変
え
て
還
元
す
る
こ
と
こ
そ
、
行

政
の
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
雇
用
臨
時
職
員
の
採
用
や
緊
急
雇

用
創
出
事
業
を
活
用
し
、
雇
用
創
出
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
ま
で
以
上
の
雇
用
不
安
が

生
じ
た
場
合
は
、
市
職
員
採
用
の
前
倒

し
、
臨
時
職
員
雇
用
の
拡
大
な
ど
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）の
市
内
へ
の
影
響
に
つ
い
て

問

日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合

の
本
市
の
農
業
へ
の
影
響
、
参
加
し
な

か
っ
た
場
合
の
雇
用
な
ど
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
試
算
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

答

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
の
農
業

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
が
公

表
し
た
試
算
方
法
で
本
市
の
農
業
産
出

額

億
７
０
０
０
万
円
（
平
成

年
）
が

９６

１８

ど
う
な
る
か
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
約

億
８
１
０
０
万
円
（
約

％
）の
減
少

２６

２８

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
農
業

安
易
な
減
税
政
策
に
よ
っ
て
、
将
来
の

子
ど
も
た
ち
に
、
そ
の
つ
け
を
残
す
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
決
し
て
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
必
要
に
応
じ
て
減
税
施
策
を

実
施
す
る
場
合
に
は
、
投
資
的
効
果
を

十
分
考
慮
し
、
時
期
や
対
象
を
慎
重
に

検
討
し
な
が
ら
、
目
的
を
絞
っ
た
も
の

と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
農
地
の
転
用
お
よ
び
地
目
変
更
登
記

に
つ
い
て

問

公
有
財
産
な
ら
び
に
公
共
使
用
で

借
地
し
て
い
る
土
地
の
中
で
、
登
記
地

目
が
農
地
と
な
っ
て
い
る
筆
数
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
農
地
転
用
し
た

場
合
の
地
目
変
更
登
記
の
必
要
性
と
、

変
更
登
記
を
怠
る
こ
と
の
違
法
性
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答

公
有
財
産
の
う
ち
、
道
路
用
地
を

除
い
た
公
共
施
設
の
用
地
で
、
登
記
地

目
が
農
地
と
な
っ
て
い
る
筆
数
は
、
５９

施
設
で
、
お
お
む
ね

筆
あ
り
ま
す
。

５３０

公
共
使
用
で
借
用
し
て
い
る
土
地
の
中

で
、
登
記
地
目
が
農
地
と
な
っ
て
い
る

筆
数
は
、
駐
車
場
な
ど
有
償
で
の
借
地

で
す
が
、
お
お
む
ね

筆
あ
り
ま
す
。

１２０

農
地
転
用
後
の
地
目
変
更
登
記
の
必

要
性
や
、
変
更
登
記
を
怠
る
こ
と
の
違

法
性
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
認
識
が
希

薄
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
そ
の
必
要
性
を
十
分
認
識
し
た
対

応
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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で
す
。
こ
の
方
法
は
、
隣
接
す
る
水
田

の
標
高
差
が
な
い
こ
と
や
、
地
権
者
や

耕
作
者
全
員
の
同
意
が
必
要
な
ど
、
実

施
す
る
た
め
の
条
件
は
厳
し
い
で
す
が
、

一
つ
の
調
整
マ
ス
で
複
数
の
水
田
に
て

貯
留
で
き
る
た
め
効
率
性
の
高
い
方
法

で
す
。

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
貯
留
容
量

を
大
き
く
す
る
の
に
確
実
性
の
高
い
二

つ
目
の
方
法
を
優
先
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
て
、
今
年
度
は
堀
内

川
流
域
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
小
・
中
学
校
の
教
室
数
に
つ
い
て

問

国
の
計
画
で
は
、
平
成

年
度
ま

２８

で
に
小
・
中
学
校
は
全
学
年
を

人
学

３５

級
に
す
る
と
し
て
い
る
。
全
学
年
で
３５

人
学
級
を
実
施
し
た
場
合
、
ど
の
く
ら

い
の
学
級
増
に
な
る
の
か
、
ま
た
、
教

室
が
足
ら
な
い
場
合
の
処
置
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答

現
在
、
本
市
で
は
、
小
学
１
・
２

年
生
と
中
学
１
年
生
で
少
人
数
学
級
を

実
施
し
、
平
成

年
度
か
ら
小
学
３
年

２３

生
へ
の
拡
大
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
ま
で
に
文
部
科
学
省
の

２８

計
画
ど
お
り
小
・
中
学
校
全
学
年
で
３５

人
学
級
を
実
施
し
た
場
合
、
現
在
と
比

べ
て
小
学
校
で

ク
ラ
ス
程
度
、
中
学

４０

校
で

ク
ラ
ス
程
度
の
普
通
教
室
増
が

３０

産
出
額
だ
け
で
、
農
業
関
連
産
業
な
ど

へ
の
影
響
は
試
算
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
見
送
っ
た
場
合

の
雇
用
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
県
の

試
算
を
基
に
算
出
す
る
と
、
自
動
車
、

電
気
、
機
械
の
基
幹
産
業
の
雇
用
は
、

約
２
万
７
０
０
０
人
の
う
ち
、
最
大
６

０
０
０
人
程
度
、
約

％
の
雇
用
の
減

２２

少
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
数
値

は
、
国
、
県
の
一
定
条
件
を
本
市
に
そ

の
ま
ま
置
き
換
え
た
上
で
の
試
算
と
な

り
ま
す
。

こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
は
、
日
本
全

体
の
問
題
で
す
の
で
、
本
市
と
し
て
は
、

日
本
農
業
が
衰
退
せ
ず
、
経
済
発
展
が

な
さ
れ
る
よ
う
な
政
策
を
期
待
し
、
政

府
が
ど
の
よ
う
な
政
策
を
打
ち
出
す
の

か
今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
雨
水
の
水
田
貯
留
に
つ
い
て

問

集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
対
策
と
し

て
、
河
川
や
調
整
池
の
整
備
に
加
え
て
、

町
内
組
織
が
実
施
し
て
い
る
水
田
貯
留

の
方
法
も
非
常
に
効
果
が
高
い
と
考
え

る
。
水
田
貯
留
方
法
の
見
解
と
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答

水
田
貯
留
の
方
法
に
は
２
つ
あ
り

ま
す
。

一
つ
目
の
方
法
は
、
水
田
の
一
筆
排

水
マ
ス
に
設
置
し
て
い
る
せ
き
板
の
上

に
、
さ
ら
に
も
う
一
枚
せ
き
板
を
設
置

し
て
、
水
田
一
枚
ご
と
に
雨
水
を
貯
留

す
る
方
法
で
す
。
こ
の
方
法
は
、
地
形

に
関
係
な
く
ど
こ
で
も
貯
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
一
筆
ご
と
の
貯
留
と
な

る
た
め
、
多
く
の
人
の
協
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
方
法
は
、
柿

・
橋
目
両

町
内
の
み
ど
り
会
に
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
地
元

農
家
の
協
力
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
効

果
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

地
権
者
や
耕
作
者
一
人
ひ
と
り
の
取
り

組
み
へ
の
理
解
と
継
続
性
の
確
保
が
課

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

二
つ
目
の
方
法
は
、
水
田
か
ら
排
水

す
る
水
路
の
下
流
に
流
量
を
調
整
す
る

マ
ス
を
設
置
し
て
、
水
路
と
そ
の
周
辺

一
帯
の
水
田
に
雨
水
を
貯
留
す
る
方
法

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

数
字
に
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
住

宅
開
発
な
ど
に
よ
る
人
口
増
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
さ
ら
に
ク
ラ
ス

数
が
増
加
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
安
城
北
部
小
学
校
が

増
築
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

ほ
か
の
学
校
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
教

室
数
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
児
童
、

生
徒
数
の
伸
び
や
施
設
の
状
況
な
ど
を

勘
案
し
て
、
転
用
可
能
教
室
の
改
修
や

校
舎
の
増
築
な
ど
を
実
施
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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■
保
育
園
の
規
模
の
適
正
化
に
つ
い
て

問

市
内
に
は
定
員

人
を
超
え
る
保

２００

育
園
が
５
園
も
あ
る
。
新
た
な
保
育
園

を
建
設
す
る
な
ど
し
て
過
大
園
を
解
消

で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

答

国
の
基
準
で
は
、
保
育
園
の
規
模

に
関
す
る
も
の
が
な
い
た
め
、
ど
こ
ま

で
が
適
正
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
い

え
ま
せ
ん
が
、
児
童
一
人
当
た
り
の
室

内
面
積
や
職
員
数
、
園
庭
面
積
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
の
園
に
お
い
て
最
低
基

準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
維
持
し

て
い
る
た
め
、
新
設
園
を
建
設
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
継
続
を

目
標
と
し
、
定
員
に
達
し
て
い
な
い
園

の
有
効
利
用
や
園
の
改
築
時
に
低
年
齢

児
へ
の
配
慮
な
ど
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
市
制
施
行

周
年
に
つ
い
て

６０

問

本
市
は
平
成

年
５
月
５
日
抄
に

２４

市
制
施
行

周
年
を
迎
え
る
が
、
ど
の

６０

よ
う
な
方
針
で
記
念
事
業
を
予
定
し
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

答

ト
ヨ
タ
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
過
去
の
周
年
事
業
の

よ
う
に
華
美
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
統
一
テ
ー
マ
を
定

め
、
そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
事
業
が
い

く
つ
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
相

乗
効
果
が
生
ま
れ
る
形
に
な
っ
て
い
け

ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

周
年
記
念
事
業
の
新
た
な
取
り
組

６０
み
で
は
、
市
民
公
募
事
業
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
主
役
と
な
り
主
催
し
て
い
た
だ

く
事
業
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
す

る
予
定
で
す
。

来
年
度
に
は
、
市
民
団
体
や
企
業
、

学
校
な
ど
の
代
表
と
公
募
市
民
で
構
成

す
る
組
織
で
あ
る
市
民
公
募
事
業
検
討

委
員
会
で
、
市
民
公
募
事
業
の
募
集
や

選
定
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

行
政
も
、

周
年
記
念
事
業
を
検
討

６０

し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
何
か
を
つ
く

る
と
い
う
よ
う
な
ハ
ー
ド
事
業
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
厳
し
い
財

政
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、

周
年
に

６０

ふ
さ
わ
し
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体

的
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
元
気

に
な
っ
て
も
ら
え
る
事
業
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。９

月
定
例
会
閉
会
以
降
、

月
定
例

１２

会
閉
会
ま
で
の
主
な
活
動
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

＊
全
員
協
議
会

●

月

日

実
施
計
画（
平
成

～

１１

２９

２３

年
度
）に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
質

２５疑
を
し
ま
し
た
。

＊
総
務
企
画
常
任
委
員
会

●

月

日

部
会
を
開
き
、
実
施
計

１１

２４

画（
平
成

～

年
度
）に
つ
い
て
説
明

２３

２５

を
聞
き
、
質
疑
を
し
ま
し
た
。

●

月

日

第
４
回
定
例
会
で
審
査

１２

１３

を
託
さ
れ
た
安
城
市
一
般
会
計
補
正
予

算
議
案
を
審
査
し
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
部
会
を
開
き
、
愛
知
教

育
大
学
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
包
括

協
定
の
締
結
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
基
本
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
質
疑

を
し
ま
し
た
。

＊
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

●

月

日

部
会
を
開
き
、
デ
ン
パ

１０

１２

ー
ク
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
つ
い
て
説

明
を
聞
き
、
質
疑
を
し
ま
し
た
。

●

月

日

第
４
回
定
例
会
で
審
査

１２

１０

を
託
さ
れ
た
安
城
市
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
３
議
案
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
部
会
を
開
き
、
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業（
安
祥
中
学
校

区
）、子
育
て
支
援
総
合
拠
点
施
設
の
開

設
、
第
３
次
安
城
市
障
害
者
福
祉
計
画

の
概
要
、
環
境
基
本
計
画
の
改
定
案
に

つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
質
疑
を
し
ま
し

た
。

＊
市
民
文
教
常
任
委
員
会

●

月

日

部
会
を
開
き
、
市
民
参

１１

２４

加
条
例
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
中
間

見
直
し
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
質
疑

を
し
ま
し
た
。

●

月
９
日

第
４
回
定
例
会
で
審
査

１２
を
託
さ
れ
た
安
城
市
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
２
議
案
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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訪
問
し
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
、
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

●

月

日

行
政
調
査
の
事
後
報
告

１１

２９

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

＊
環
境
首
都
推
進
特
別
委
員
会

●

月

日

行
政
調
査
の
事
前
学
習

１０

１２

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●

月

日
～

日

広
島
県
、
福
岡

１０

２６

２８

県
北
九
州
市
、
山
口
県
岩
国
市
を
訪
問

し
、
広
島
都
市
圏
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
事

業
、
城
野
地
区
低
炭
素
先
進
モ
デ
ル
街

区
、
先
導
的
都
市
環
境
形
成
計
画（
岩

国
駅
前
地
区
）に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

●

月

日

行
政
調
査
の
事
後
報
告

１１

２９

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

＊
建
設
常
任
委
員
会

●

月
８
日

第
４
回
定
例
会
で
審
査

１２
を
託
さ
れ
た
安
城
市
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど

議
案
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も

１０

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
部
会
を
開
き
、
入
札
参

加
登
録
業
者
の
破
た
ん
、
訴
え
の
提
起
、

安
城
市
都
市
計
画
審
議
会
審
議
案
件
に

つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
質
疑
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
水
の
か
ん
き
ょ
う
学
習
館
、

新
安
城
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
自
転
車

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業（
大
東
住
吉

線
）、桜
井
エ
コ
タ
ウ
ン
の
現
地
視
察
を

し
ま
し
た
。

＊
議
会
運
営
委
員
会

●
９
月

日
～

月
１
日

埼
玉
県
所

２９

１０

沢
市
、
福
島
県
郡
山
市
、
同
会
津
若
松

市
を
訪
問
し
、
議
会
運
営
、
議
会
改
革

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

●

月

日

第
３
回
臨
時
会
の
議
事

１１

２２

運
営
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

●

月

日

第
４
回
定
例
会
の
議
事

１１

２４

運
営
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

●

月

日

行
政
調
査
の
事
後
報
告

１１

２６

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●

月

日

第
４
回
定
例
会
最
終
日

１２

１３

の
議
事
運
営
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

＊
議
会
改
革
検
討
委
員
会

●

月

日

議
員
活
動
の
円
滑
化
に

１１

２４

向
け
た
議
会
フ
ロ
ア
ー
利
用
の
見
直
し
、

決
算
審
議
の
見
直
し
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

●

月

日

決
算
審
議
の
見
直
し
な

１２

１３

ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

＊
広
域
行
政
・
行
政
改
革
特
別
委
員
会

●

月
５
日

行
政
調
査
の
事
前
学
習

１０
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●

月

日
～

日

埼
玉
県
秩
父
市
、

１０

１３

１５

神
奈
川
県
厚
木
市
、
同
茅
ヶ
崎
市
を
訪

問
し
、
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
、
外

部
評
価
、
施
設
中
長
期
保
全
計
画
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

●

月

日

行
政
調
査
の
事
後
報
告

１１

１５

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

＊
ま
ち
づ
く
り
推
進
特
別
委
員
会

●

月

日

行
政
調
査
の
事
前
学
習

１０

１２

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●

月

日
～

日

岡
山
県
倉
敷
市
、

１０

２６

２８

熊
本
県
熊
本
市
、
福
岡
県
北
九
州
市
を
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安城市議会では、市民にわかりやすく親しまれる市議会を目指

し、各定例会での一般質問の録画映像をインターネットで配信し

ています。一般質問終了後、おおむね２週間後に市公式ウェブサ

イトの「市議会のページ」で視聴することができます。議会の傍聴

ができない人でも、視聴できます。

市公式ウェブサイト「望遠郷」施http://www.city.anjo.aichi.jp/
市議会のページ施http://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/gikai
/index.html

大大東住吉大東住吉線線

北九州市視察の様北九州市視察の様子子

一般質問の録画映像をインターネットで見ようお知らせ


